やど ひとつき たいざい 

…… わたし はこの 温泉宿に もう 一 月ば かり 滞在して 

かんじん し あ 

います。 が、 肝腎の 「風景」 はま だ 一 枚 も 仕上げ ませ 

ん。 まず 湯に はいったり、 講談 本 を 読んだり、 狭い 町 

を 散歩した リ、 —— そんな こと を 繰り返して 暮らして 

あき 

いるので す。 我ながら だら しのない のに は 呆れます が。 

あいだ せきれい 

(作者 註。 この間に 桜の 散って いる こと、 鶄鴒の 屋根 

しゃてき いなかげ いしゃ 

へ 来る こと、 射的に 七 円 五十 銭 使った こと、 田舎 芸者 

やすきぶ し わらびが 

のこと、 安来 節 芝居に 驚いた こと、 蕨 狩りに 行った こ 

かまぐ ち 

と、 消防の 演習 を 見た こと、 蟇 口 を 落した ことな ど を 

しる ぎょう ついで 

記せる 十数 行 あり。) それから 次 手に 小説 じみた 事実 

しろ-つと 

談をー つ 報告し ましょう。 もっとも わたし は 素人です 



くにき だ どつ ぼ こ くす いてき 

ん と言う (これ は 国 木 田 独 歩の 使った 国粋 的 省略 法に 

やくしゅ どい や おおづつ 

従った のです。) 薬種 問屋の 若 主人 は 子供心に も 大砲 

より は 大きい と 思 つたと 言う ことです。 同時に また 顔 

は 稲川に そ つ くりだと 思 つたと 言う， J とです。 

半 之丞は 誰に 聞いて 見ても、 極 人の 1^ い 男だった 上 

に 腕 も 相当に あつたと 言う ことです。 けれども 半之丞 

に関する 話 は どれ も 多少 可笑しい ところ を 見る と、 あ 

なみ そうみ ち え 

るい は あらゆる 大男 並に 総身に 智慧が 廻り 兼ねと 言う 

おもむき 

趣が あつたの かも 知れません。 ちょっと 本筋へ はい 

る 前に その 一 例 を 挙げてお きましょう。 わたしの 宿の 

主人の 話に よれば、 いっか M の 烈しい 午後に この 温 



い つしょう ぼうこう わけ 

に 一生 奉公の 約束 をした 訣 ではありません。 ただ 何 

のち かいぼう 

年 かたって 死んだ 後、 死体の 解剖 を 許す 代りに 五 百 円 

の 金 を 貰った のです。 いや、 五 百 円の 金 を 貰った ので 

はない、 二百 円 は 死後に 受けと る ことにし、 差し 当り 

けいやくしょ 

は 契約書と 引き換え に 三百 円 だけ 貰った のです。 では 

その 死後に 受けと る 二百 円 は 一 体 誰の 手へ 渡る のかと 

言う と、 何でも 契約書の 文面に よれば、 「遺族 または 本 

人の 指定した る もの」 に 支払う ことにな つてい ました- 

うんぬん くうぶん 

実際 またそう でもし なければ、 残金 二百 円 云々 は 空文 

に 了る ほかはなかった のでしょう、 何しろ 半 之 丞は妻 

ひとり 

子 は 勿論、 親戚 さえ 一人 もなかつ たのです から。 



たいきん 

当時の 三百 円 は 大金だった でしよう。 少く とも 

i 舎 大工の 半 之 丞には 大金だった のに 違いありません。 

うでどけい 

半之丞 はこの 金 を 握る が 早い か、 腕時計 を 買ったり、 

せびろ こしら まつ 

背広 を 捲え たり、 「青 ペン」 のお 松と 「お」 の 字 町へ 

行ったり、 たちまち 豪奢 を 極め 出しました。 「青 ペン」 

とたん だるま ぢ やや 

と言うの は 亜鉛 屋根に 青べ ンキを 塗った 達磨 茶屋です。 

のき へ ちま 

当時 は 今 ほど 東京 風に ならず、 軒に は 糸瓜な ども 下つ 

ていたそう ですから、 女 も 皆 田舎 じみて いた ことで 

しょう。 が、 お 松 は 「青 ペン」 でもと にかく 第一 の 美 

人に なって いました。 もっとも どのくらいの 美人 だつ 

すしや 

たか、 それ はわた しに はわ かりません。 ただ 鯧屋に 



い つ ちょ うら そそう 

一張羅の 上へ 粗忽 をした のです。 ところが 「青 ペン」 

のお 上 と言うの は 元来 猫が 嫌いだった ものです から、 

苦情 を 言う の 言わな いのではありません。 しまいに は 

あくた い 

飼い主のお 松に さえ、 さ んざ ん 悪態 を ついた そうです。 

ふところ 

するとお 松 は 何も 言わずに 「三 太」 を 懐 に 入れた ま 

よど 

ま、 「か」 の 字 川の 「き」 の 字 橋へ 行き、 青 あおと 澱ん 

だ 淵の 中へ 烏 猫 を 抛り こんで しまいました。 それから、 

II それから 先 は 誇張 かも 知れません。 が、 とにかく 

ほっとうにん 

婆さんの 話に よれば、 発頭人のお 上 は 勿論 「青 ペン」 

じゅう みみずば 

中 の 女の 顔 を 蚯蚓 腫れ だらけに したと 言う ことです。 

きわ せいぜい ひとつき はんつき 

半 之丞の 豪奢 を 極めた の は 精々 一 月 か 半月だった で 



しょう。 何しろ 背広 は 着て 歩いて いても、 靴の 出来 

上 つ て 来た 時にはもう その 代 も 払えなかった そうです。 

しち 

下の 話 もほんと うか どうか、 それ はわた しに は 保証 出 

来ません。 しかし わたしの 髪 を 刈りに 出かける 「ふ」 

の 字 軒の 主人の 話に よれば、 靴屋 は 半 之丞の 前に 靴 を 

とうりょう もとね 

並べ、 「では 棟梁、 元値に 買って おくん なさい。 これ 

が 誰に でも 穿け る 靴なら ば、 わたし もこん な こと を 言 

いたくはありません。 が、 棟梁、 お前さんの 靴 は 

にお-つ さま わらじ さ 

仁王 様の 草鞋 も 同じなん だから」 と 頭 を 下げて 頼んだ 

と 言う ことです。 けれども 勿論 半之丞 は 元値に も 買う 

こと は、 出来なかった のでしょう。 この 町の 人々 に は 



誰に 聞いて 見ても、 半 之 丞の靴 を はいてい るの は 一度 

も 見かけなかった と 言って いますから。 

けれども 半 之丞は 靴屋の 払いに 不自由した ばかりで 

はありません。 それから 一 月と たたない うちに 今度 は 

せ つ かくの 腕時計 や 背広まで も 売る ようにな つ て 来 ま 

した。 では その 金 はどうし たかと 言えば、 前後の 分別 

も 何もな しにお 松に つぎこんで しまった のです。 が、 

お 松 も 半 之丞に 使わせて いたば かりではありません。 

力み 

やはり 「お」 の 字のお 上の 話に よれば、 元来 この 町の 

だるま ぢ やや えびす- 一 う 

達磨 茶屋の 女 は 年々 夷講 の晚 になる と、 客 を とらず 

うちわ しゃみせん ひ 

に 内輪ば かりで 三味線 を 弾いたり 踊ったり する、 その 



割り前の 算段 さえ 一 時 はお 松に は 苦しかった そうです。 

しかし 半之丞 もお 松に はよ ほど 夢中に なって いたので 

しょう。 何しろお 松 は 癇癩を 起す と、 半 之丞の 胸ぐ 

らを とって 引きずり 倒し、 麦酒 罎で擲 りな どもした も 

のです。 けれども 半之丞 はどう 言う 目に 遇っても、 た 

かえ きげん 

いてい は 却って 機嫌 をと つてい ました。 もっとも 前後 

にたった 一度、 お 松が ある 別荘 番の 悴 と 「お」 の 字 町 

へ 行った とか 聞いた 時には 別人の ように 怒った そうで 

す。 これ も あるいは 幾分 か 誇張が あるか も 知れません。 

けれども 婆さんの 話した まま を 書けば、 半 之丞は (作 

でんえん てき しっと 

者 註。 田園 的 嫉妬の 表白と して さも あらんと は 思わる 



あいだ すうぎ よう 

れ ども、 この間 に 割愛せ ざるべ からざる 数 行 あり) 

と 言う ことです。 

前に 書いた 「な」 の 字さん の 知ってい るの はちょう 

どこの 頃の 半之丞 でしよう。 当時 まだ 小学校の 生徒 

だった 「な」 の 字さん は 半 之丞と 一し よに 釣に 行った 

リ、 「み」 の 字 峠へ 登ったり しました。 勿論 半 之丞が 

かよ 

お 松に 通い つめていたり、 金に 困って いたりし たこと 

は 全然 「な」 の 字さん に はわから なかった のでしょう。 

「な」 の 字さん の 話 は 本筋に はいずれ も 関係 はあり ま 

せん。 ただ ちょっと 面白かった ことに は 「な」 の 字 さ 

のち はぎの はんの じょ-つ 

んは 東京へ 帰った 後、 差 出し 人 萩 野 半 之丞の 小包み を 



中日、 萩 野 半 之丞は 「青 ペン」 のお 松に 一 通の？ s』 書 を 

残した まま、 突然 風 変り の 自殺 をした のです。 では ま 

た なぜ 自殺 をした かと 言えば、 —— この 説明 はわた し 

の 報告より もお 松 宛の 遺書に 譲る ことにしましょう。 

もっとも わたしの 写した の は 実物の 遺書で はあり ませ 

きりぬきちょう は 

ん。 しかし わたしの 宿の 主人が 切 抜帖に 貼って おい 

た 当時の 新聞に 載って いた ものです から、 大体 間違い 

は あるまい と 思います。 

ぎ まえ さま 

「わたくし 儀、 金がなければ お前 様と も 夫婦に なれず、 

お前 様の 腹の 子の 始末 も 出来ず、 うき 世が いやにな り 

候 間、 死んで しまいます。 わたくしの 死が いは 「た」 



の 字 病院へ 送り、 (向う からと りに 来て もらって もよ 

ろしく 御座 候。) このけ い 約 書と ひきかえに 二百 円お 

もらい 下され 度、 その 金で 「あ」 の 字の 旦那 〔これ は 

わたしの 宿の 主人です。〕 のお 金を使い こんだ だけ は 

まどう 〔償う？〕 ように 頼み入り 候。 「あ」 の 字の 旦 

めんぼく 

那に はまこと に、 まことに 面目ありません。 のこりの 

金 はみ なお 前 様の ものにして 下され。 一 人 旅う き 世 を 

あとに 半 之丞。 〔これ は 辞世でしょう。〕 おまつ どの。」 

半 之丞の 自殺 を 意外に 思った の は 「な」 の 字さん ば 

かりではありません。 この 町の 人々 も そんな こと は 夢 

にも 考えな か つたと 言う ことです。 若し 少しで も その 



ぜんちょう 

前に 前兆ら しい ことがあった とすれば、 それ はこう 

言う 話 だ けでしょう。 何 でも 彼岸 前 の ある 暮れが た 、 

「ふ」 の 字 軒の 主人 は 半 之丞と 店の 前の 縁台に 話して 

いました。 そこへ ふと 通りかか つたの は 「青 ペン」 の 

女の 一人です。 その 女 は 二人の 顔 を 見るな り、 今し が 

た 「ふ」 の 字 軒の 屋根の 上 を 火の玉が 飛んで 行った と 

、/2 >0 ま じ .3 

言いました。 すると 半 之丞は 大真面目に 「あれ は 今お 

らが 口から 出て 行った だ」 と 言った そうです。 自殺と 

言う こと はこの 時に もう 半 之 丞の肚 にあった のか も 知 

もちろん 

れ ません。 しかし 勿論 「青 ペン」 の 女 は 笑って 通り 過 

ぎた と言う ことです。 「ふ」 の 字 軒の 主人 も、 —— いや ■ 



りません。 口の 悪い 「ふ」 の 字 軒の 主人な ど は、 「何、 

すむ やすまね え じ やねえ。 あれ は 体に 傷 をつ けて は 二 

りよ-つ とな 

百両 になら ねえと 思つ たんです。」 と 大いに 異説 を唱 

えてい ました。 

きのう 

半 之 丞の話 は それだけです。 しかし わたし は 昨日の 

午後、 わたしの 宿の 主人 や 「な」 の 字さん と 狭苦しい 

町 を 散歩す る 次 手に 半 之 丞の話 をし ましたから、 その 

こと を ちょっと つけ 加えましょう。 もっとも この 話に 

興味 を 持って いたの はわた しよりも むしろ 「な」 の 字 

さんです。 「な」 の 字さん は カメラ を ぶら下げた まま、 

ろうがんきょう たず 

老眼鏡 を かけた 宿の 主人に 熱心に こんな こと を 尋ね 



ていました。 

ま つ 

「じ やそのお 松と 言う 女 はどうし たんです？」 

「お 松です か？ お 松 は 半 之 丞の子 を 生んで から、 … 

;」 

「しかしお 松の 生んだ 子 はほんと うに 半 之 丞の子 だ つ 

たんです か？」 

「やっぱり 半 之丞の 子だった ですな。 瓜二つと 言 つ て 

も 好かったです から。」 

「そうして そのお 松と 言う 女 は？」 

よめ 

「お 松 は 「い」 の 字と 言う 酒屋に 嫁に 行ったです。」 

熱心に なって いた 「な」 の 字さん は 多少 失望したら 



です。 

「あいつ ももう 仕 かたがな いのです よ。 『青 ペン』 通 

いば かりして いるので すから。」 

我々 は それから 「き」 の 字 橋まで 口 をき かずに 歩い 

て 行きました。 …… 

(大正 十四 年 四月) 
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